
 

令和４年度 学校評価報告書（目標設定） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①単位制の利点
をいかして、適
切な教育課程の
編成とカリキュ
ラム・マネジメ
ントに学校全体
で取り組む。 
②主体的・対話
的で深い学びや
探究活動が進む
よう組織的な授
業改善と研究開
発に取り組む。 

①多様な入学動
機や進路希望、
学習経験を持つ
生徒が、新旧そ
れぞれの教育課
程で学ぶことに
より、進路実現
が実るよう、組
織的に学習支援
を行う。 
②生徒が深く学
べ、新しい時代
に求められる資
質・能力の育成
を目指し、学び
の質を支える目
的で授業研究を
行う。 
②一人一台ＰＣ
の活用を促進す
る。 

①選択科目説明
会や予備調査・
本調査に至るま
での指導に重点
を置き、個々の
生徒にあった履
修指導ができる
よう、学年、所
掌グループが連
携し行っていく｡ 
②研究授業を実
施しながらアク
ティブ・ラーニ
ングによる授業
をより進化させ
深い学びの実践
を強化する。 
②生徒に対し、
探究心や実践力
を身につけさせ､
変化の大きい社
会で対応できる
能力を育成する
ため、「全員発
揮のリーダーシ
ップ教育」をよ
り研究し、実践
する。 
②一人一台ＰＣ
の活用率を上げ
るための職員研
修を行う。 

①生徒の進路志
望に対応した科
目履修ができた
か。また、適切
な時間割編成が
できたか。 
 
②教科、科目を
超えて活発な情
報交換ができ、
生徒による授業
評価の授業に対
する満足度の数
値 が 上 が っ た
か。 
②生徒が自分の
意見を確立して
いく中で、他者
の意見にも耳を
傾け､総合的に
「困難な状況」
に対応できる能
力を育成するこ
とができたか｡ 
②一人一台ＰＣ
の活用を促進す
るための職員研
修や授業研修を
行ったか｡また､
生徒の活用率が
上がったか｡ 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①部活動の充実
を学校全体で支
え、部活動を通
じて豊かな人間
性や社会性を培
う。 
 
 
 
②組織的な生徒
指導・支援体制
を充実させ、生
徒一人ひとりに
きめ細かく対応
する。 

①部活動の充実
を学校の特色と
位置づけ、生徒
の部活動に対す
る意識をより向
上させるため
に、顧問の指導
力の向上と、生
徒の部活動加入
率を上げる 
②服装・頭髪指
導、交通安全指
導を組織的に行
い、生徒の生活
習慣の確立や問
題行動の未然防
止に取組む。 

①試合やコンク
ール等の結果だ
けにとらわれず
、生徒の日々の
充実感を意識し
て、指導する。
また、夏休みの
部活動紹介イベ
ントで、再度加
入促進を図り、
部活動加入率80
％を目指す。 
②職員の情報共
有、共通理解、
統一指導を実現
する。 

①日々の活動の
充実感を生徒は
感じることがで
きたか。また、
部活動加入率が
80％を超えたか
。 
 
 
②服装・頭髪の
指導件数が減少
したか。また、
交通安全指導な
どを行った結果
、交通事故の減
少や生徒のマナ
ーの向上が図ら
れたか。 

     

３ 進路指導・支援 

①キャリア教育
を通じて自らの
課題に前向きに
取り組む生徒の
育成を図る。 

①総合的な探究
の時間において
各教科・科目が
連携して組織的
なキャリア教育
を実践する。 

①生徒対象の進
路説明会や年次
行事、キャリア
ガイダンス等を
通して、進路実

①進学希望生徒
の90％以上、就
職 希 望 生 徒 の
100％が希望通
り進路実現がで
きたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

②生徒の進路希
望実現に向けて
きめ細かな支援
を組織的に行
う。 
 

②進路実現に向
け生徒が主体的
に学力向上に取
組み、自ら進路
実現を達成す
る。 
 

現に向けた意識
付けを行う。 
②外部試験の導
入と活用により
主体的な学びを
伸長するととも
に、オンライン
によるポートフ
ォリオを作成す
る。 

②外部試験の結
果を学習習慣に
繋げられたか。
１年次では電子
データで、２年
次ではファイル
でポートフォリ
オを作成するこ
とができたか。 

４ 地域等との協働 

①地域との協働
を推進し、地域
とともにある学
校づくりを進め
る。 
②地域貢献活動
などを通じて、
地域と連携した
教育活動を推進
する。 

①学校説明会や
部活動見学を通
じて本校の魅力
と特色を広報す
る。 
②地域貢献活動
や地域イベント
への参加を推進
し、地域との交
流を図る。 

①ポスター配布
や学校説明会を
通じて、地域の
中学校や保護者
に本校の特色を
広報する 
②３校交流の幹
事校として、事
業内容の検討、
調整、実施を図
るとともに、生
徒に奉仕の精神
を養わせる。 

①学校説明会に
参加した中学生
が、本校への志
望に繋げること
ができたか。 
 
②３校交流によ
り、生徒が奉仕
の精神を育み、
積極的に参加す
る姿勢を示すこ
とができたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①教育環境の整
備に努め、安
全、安心で明る
い学校づくりを
推進する。 
 
②事故・不祥事
防止を徹底す
る。教員の働き
方改革を推進
し、前向きに働
ける職場づくり
に努める。 

①耐震化工事に
伴う校舎の環境
に対応し、工事
後、元の校舎に
戻った際、安全
で衛生的な環境
を持続するよう
にする。 
②事故・不祥事
防止に向けた取
り組みを行う。
また、閉庁日を
５日以上設定
し、働き方改革
を推進してい
く。 

①日常の清掃活
動や整理整頓を
持続的に行える
ようにする。ま
た、備品や消耗
品の適切な管理
を日頃より行う
。 
②職場内の情報
共有を心がけ、
風通しの良い職
場環境の整備を
図る。事故・不
祥事の未然防止
のため、組織的
に業務にあたる
。 
②閉庁日を設置
し、教職員の心
身の健康増進に
図る。 

①備品や教材が
適切に管理され
た上で円滑に活
用され、それに
より生徒の学習
効果が上がった
か。 
①清掃活動や整
理整頓が日常的
に行われたか。 
②情報共有を行
った上で、報告
・連絡・相談が
素早くでき、事
故や不祥事を未
然に防げたか。 
②閉庁日を設置
し、教職員の心
身の健康増進に
繫げることがで
きたか 

     

 


